２１高障害第１４５１号　
　平成２１年９月３０日　
　　障害福祉サービス事業所長　様
高知県新型インフルエンザ危機管理本部長
高知県知事　尾﨑　正直
新型インフルエンザ発生に係る社会福祉施設等の対応について
県内における新型インフルエンザの発生状況につきましては、８月６日の室戸市内の中学校での集団感染発生以降、小学校や中学校を中心にこれまで数多くの集団感染事例が報告されるなど感染の拡大が急激に進んでいます。こうした中、８月１５日には、基礎疾患のある感染者の重症化による国内初の死亡例が報告されましたし、本県でも、残念ながら１件の死亡例が発生しました。
県では、これまで、「新型インフルエンザに係る対応方針」を定め、院内感染対策の徹底や抗インフルエンザウイルス薬の確保等、医療体制の確保に努めるとともに、県民の皆様に感染の予防についての呼びかけや感染者に対する外出自粛の要請など、感染拡大の抑制に取り組んでいるところです。

しかしながら、これから流行期に入る中で、感染がさらに拡大することが懸念されることから、県では、このたび、これまでの「社会福祉施設における新型インフルエンザ対策マニュアル」を一部見直し、別紙のとおり改訂版（第２版）を作成しました。

今後は、この対策マニュアル（第２版）に基づいて感染予防対策に万全を期していただくとともに、施設利用者、職員等の感染が心配される場合には、最寄りの保健所「新型インフルエンザ相談窓口」に速やかに相談するようにしてください。
　なお、社会福祉施設の閉鎖、休業の目安については、社会機能を維持するという観点から、学校と同じように一律の目安により要請することはいたしませんが、１週間以内に医師からインフルエンザの疑いあると診断された事例が複数発生した場合、その時点で、施設管理者は、最寄りの保健所及び県の主管課に連絡するとともに、市町村、県の所管課等と協議のうえ、休業の検討を行ってください。
今後とも、国や県、市町村が発する情報に注意していただき、冷静で適切な対応をよろしくお願いします。

お　願　い








担当部課名：地域福祉部障害保健福祉課


担当者名　：岡本、山岡、田辺


電話：０８８－８２３－９６３３


FAX：０８８－８２３－９２６０

















